
手
紙
文
・
説
明
文
の
指
導

-
　
総
合
学
習
　
の
実
践
報
告

は
じ
め
に

日
常
の
生
活
の
中
で
最
も
多
-
書
か
れ
る
の
は
手
紙
と
日
記
の
文
節
で
あ
ろ

う
。
日
記
の
場
合
は
'
1
応
他
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
召
く
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
日
常
の
「
伝
達
」
の
た
め
の
文
串
と
し
て
は
手
紙
文
を
そ
の

代
表
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
話
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
手

紙
を
容
-
槻
会
は
減
っ
た
土
呂
あ
れ
る
が
'
そ
れ
で
も
な
お
、
相
手
に
き
ち
ん

と
連
絡
す
る
場
合
な
ど
に
手
紙
は
煎
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
'
し
か
も
、

-
　
こ
れ
は
本
稿
で
扱
う
こ
と
で
は
な
い
が
I
電
話
で
の
上
手
な
話
し
方
や

礼
儀
正
し
い
言
葉
遣
い
の
基
喝
的
な
知
識
や
心
捕
え
は
、
手
紙
の
雷
き
方
の
学

習
に
よ
っ
て
培
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
手
紙
の
讃
き
方

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
日
常
生
活
の
中
で
の
文
章
に
よ
る
コ
.
,
,
、
ユ
ニ

ケ
ィ
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
へ
　
日
常
の

「
伝
達
」
全
体
に
関
わ
る
基
本
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
特
に
口
語
の
敬
語
の
用
法
に
習
熟
す
る
た
め
の
場
と
し
て
、
手
紙

文
は
他
の
分
野
の
文
章
に
換
え
難
い
歪
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

き
た
、
最
近
特
に
、
実
社
会
で
活
椛
し
て
い
る
多
-
の
人
々
が
、
適
切
な
手

紙
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
た
い
と
望
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
こ
と

は
、
.
・
「
手
紙
の
書
き
方
」
と
い
う
頬
の
書
物
が
数
十
種
類
も
出
版
さ
れ
、
し
か

石
　
　
ー
　
　
承
　
　
紀

も
へ
そ
の
多
-
が
順
調
に
版
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
、
了
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
へ
現
在
、
高
等
学
校
で
は
手
紙
の
古
き
方
の
指
導
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い
。
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
一
応
の
実
作
指
導
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
高
等
学
校
以
上
に
な
る
と
'
作
家
の
手
紙
文
を
文
学
作
品
と
し
て
紅
茶

す
る
程
度
で
あ
っ
て
'
実
作
は
ほ
と
ん
ど
指
導
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
「
高
等
学
校
を
出
て
も
手
紙
1
本
溝
足
に
書
け
な
い
o
最
近
の
国
語

の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
と
年
配
の
人
達
の
批
難
を
桁

び
て
い
る
。
や
は
り
、
手
紙
文
の
実
作
指
導
は
'
生
徒
の
学
習
の
発
達
段
階
に

応
じ
て
、
何
度
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
「
伝
達
」
の
文
章
に
習
熟
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
'
「
説
明
的

文
市
の
読
解
」
か
ら
「
伝
達
の
文
節
の
実
作
」
に
至
る
指
導
の
報
i
j
E
で
あ
る
0

年
間
の
「
表
現
」
の
学
習
の
中
で
は
、
「
生
活
感
想
文
の
指
導
」
　
「
読
書
感
想

文
の
指
導
」
な
ど
の
あ
と
を
受
け
て
的
三
学
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
学

習
の
方
法
は
'
教
科
宙
本
文
の
読
解
か
ら
'
他
の
学
習
法
へ
と
及
ぶ
「
総
合
学

習
」
で
あ
る
。
総
合
学
習
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
そ
れ
に
必
然
的
に
関
わ
る
年

間
指
導
課
程
に
つ
い
て
は
、
次
に
記
す
。

ま
た
へ
本
稿
は
総
合
学
円
の
1
環
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
'
次
の
二
つ
の

拙
稿
に
続
-
も
の
で
あ
る
。

☆
「
作
文
指
導
　
そ
の
-
」
　
(
大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
天
王
寺
校
舎
研
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究
集
録
第
二
十
集
)
~

☆
「
文
節
を
楽
し
く
容
-
よ
う
に
な
る
た
め
に
」

-
総
合
学
習
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
-
(
高
等
学
校
に
お
け
る
　
表
現
指
導
の

理
論
と
実
践
・
大
矢
武
師
　
瀬
戸
仁
霜
　
明
治
書
院
)

総
合
学
習

「
総
合
学
習
」
に
つ
い
て
は
他
稿
に
述
べ
た
の
で
略
述
す
る
。

本
学
習
法
は
、
教
材
と
な
る
中
心
の
作
品
に
関
連
す
る
各
分
野
の
文
章
を
組

告
昌
せ
る
こ
と
と
'
学
習
の
方
法
を
組
莞
口
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習

の
効
果
を
総
合
的
に
高
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
芥
川
範
之
介
の
「

…
,
>
牛
Z
!
.
i
 
O
^
-
-
-
i
V
'
i
i
i
i
l
^
-
 
'
^
K
'
J
'
r
J
C
-
J
i
r
'
i
-
 
'
-
>
・
'

指
導
者
の
準
備
す
る
文
章
・

。
「
芥
川
蘭
之
介
」
富
田
梼
1
.
(
評
論
)

。
レ
ポ
ー
ト
「
羅
生
門
」
・
(
生
徒
作
品
)

・
感
想
文
「
羅
生
門
」
　
「
地
獄
変
」
他
。
(
全
国
読
書
感
想
文
コ
ソ
ク
ー
ル
俊

秀
作
品
よ
り
)

こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
そ
の
時
の
「
羅
生
門
」
の
指
導
計
画
に
必
要
な
文
節
を

プ
リ
ン
ト
し
て
生
徒
に
渡
す
。
五
十
四
年
度
は
感
想
文
の
指
導
と
の
組
み
合
わ

せ
を
考
え
た
の
で
'
:
r
羅
生
門
」
を
含
む
三
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
生
徒

に
渡
し
た
。

指
導
の
方
法
と
し
て
は
'
読
解
の
た
め
の
「
課
題
ノ
ー
-
の
穀
理
'
提
出
'

点
検
」
・
「
教
室
で
の
授
業
」
「
読
書
感
想
文
の
例
を
読
ん
で
批
評
す
る
」
「
読

宙
感
想
文
の
書
き
方
の
指
導
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
O
読
讃
感
想
文
の
実
作

は
夏
休
み
の
諜
燭
と
し
た
。

総
合
学
習
は
最
も
平
凡
な
学
習
法
で
あ
り
'
誰
も
が
似
た
よ
う
な
指
導
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
あ
考
平
凡
で
は
あ
る
が
、
学
習
効
果
は
高
-
、
特
に
'
小

説
の
読
解
と
へ
そ
の
小
説
に
つ
い
て
の
評
論
の
読
解
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
み

る
と
、
生
徒
は
興
味
を
持
ち
、
内
容
の
理
解
も
探
-
な
る
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
'
生
徒
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
こ
と
も
多
く
へ
文
節
を
書
か
せ
る
枚
会
も

増
え
て
-
る
の
で
、
課
題
の
傾
向
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
'
年
間
の
指
導
全
体
の

流
れ
を
し
っ
か
り
と
把
捉
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
五
十
四
年
度
「
現
代
国
語
」
　
1
年
生
(
二
単
位
)
　
「
表
現
」
に
間
わ

・
る
指
導
の
大
要
(
読
解
中
心
の
教
材
は
省
い
た
。
)

<
単
は
単
冗
名
へ
。
は
教
材
名
。
☆
+
(
　
)
は
表
現
指
導
と
処
理
>

教
科
普
　
高
等
学
校
・
新
編
現
代
国
語
-

故
t
-
i
;
-
y
　
　
肝
文
相

一
学
期

.
(
単
)
臼
己
の
発
見
(
評
論
・
随
想
的
文
節
を
含
む
)

。
お
と
ぎ
話
と
S
F
の
問
・
・
・
-
照
井
千
次

☆
要
旨
を
原
稿
用
紙
に
二
百
字
以
内
で
ま
と
め
提
出
さ
せ
る
a

(
検
印
・
代
表
的
な
数
例
の
読
み
上
げ
と
批
評
)

(
」
o
小
説
　
い

.
羅
生
門
-
-
芥
川
概
之
介

(
総
合
学
習
の
部
分
に
記
し
た
)

☆
課
題
作
文
「
文
化
祭
の
こ
と
」

(
六
月
に
文
化
祭
が
あ
り
へ
　
八
百
字
程
度
の
随
想
風
の
文
革
を
容
-
よ
う

に
求
め
た
.
・
添
削
し
'
寸
評
を
書
い
て
返
し
た
)
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☆
こ
の
時
期
か
ら
「
私
の
勧
め
る
1
冊
の
本
」
と
題
す
る
五
～
十
分
程
度

の
話
の
時
間
を
各
授
業
の
初
め
に
設
け
て
出
席
番
号
順
に
話
さ
せ
た
Q

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
熱
意
・
内
容
に
大
き
な
差
が
で
き
、
途
中
で
立
ち
消

え
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

夏
休
み読

書
感
想
文
(
四
百
字
×
五
枚
以
内
)

読
書
ノ
ー
ト
(
読
書
メ
モ
　
三
作
品
分
以
上
)

二
学
期

(
早
)
随
　
想

o
な
ま
け
も
の
論
-
-
北
杜
夫

☆
要
旨
を
二
百
字
以
内
で
ま
と
め
る
。
(
一
学
期
と
同
じ
)

・
C
近
江
の
琴
糸
-
・
・
・
水
上
勉

☆
課
題
作
文
「
こ
の
ご
ろ
考
え
る
こ
と
」

(
随
想
・
八
百
字
程
度
・
株
削
し
、
寸
評
を
苫
い
て
返
却
。
よ
い
も
の
を

教
室
で
読
む
)

三
学
期

(
単
)
文
串
の
世
界

。
歩
哨
の
眼
に
つ
い
て
-
-
大
岡
昇
平

☆
次
節
に
詳
述
す
る
。

(
単
)
心
の
記
録

.
詩
人
の
手
紙
　
　
立
瞭
道
道

☆
次
節
に
詳
述
す
る
。

(
単
)
論
説
・
評
論

。
伝
統
芸
憶
と
テ
レ
ビ
-
-
加
藤
秀
俊

☆
要
旨
を
二
百
字
程
度
に
ま
と
め
る
。

(
検
印
・
返
却
。
要
旨
と
は
何
か
を
述
べ
た
文
章
と
、
要
旨
の
例
文
を
プ

リ
ン
ト
し
て
配
布
)

以
上
の
年
間
の
指
導
の
流
れ
は
、
年
度
の
初
め
に
計
画
し
決
定
し
た
の
で
は

な
い
。
同
じ
学
年
を
担
当
す
る
三
人
が
相
談
し
'
大
き
-
は
教
科
書
の
順
序
に

従
い
な
が
ら
も
'
教
材
の
難
易
等
に
よ
っ
て
前
後
を
変
更
し
た
。
従
っ
て
、
表

現
の
指
導
の
流
れ
も
、
年
度
初
め
に
年
間
計
画
を
決
定
し
た
の
で
は
な
く
そ

の
都
度
'
前
後
の
こ
と
を
考
え
て
決
定
し
た
。
五
十
四
年
度
1
年
間
の
衷
現
に

間
わ
る
指
導
の
大
要
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

o
要
旨
を
ま
と
め
る
(
評
論
・
随
想
的
文
章
)

各
学
期
一
回
　
　
　
　
　
　
三
回

O
課
題
作
文
(
随
想
的
文
&
r
・
生
活
感
想
文
)

二
回

。
読
亭
感
想
文
　
　
　
　
1
回

*
v
u
-
ノ
ー
ト
　
　
　
　
二
H

o
手
紙
・
説
明
文
　
　
　
1
凹

㊥
「
私
の
勧
め
る
一
冊
の
本
」

各
授
業
の
初
め
の
五
～
十
分
間
の
講
。

評
価
に
つ
い
て

読
告
感
想
文
に
つ
い
て
は
、
二
学
期
の
中
間
考
査
の
十
点
分
相
当
と
し
て
扱

っ
た
。
あ
と
の
文
辞
に
つ
い
て
は
'
そ
の
都
度
'
文
章
の
最
後
に
短
評
を
加
え
て

評
価
と
し
へ
点
数
換
算
は
し
な
か
っ
た
"
要
旨
に
つ
い
て
は
検
印
の
み
で
あ
る
。
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何
度
か
提
出
し
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
'
年
度
末
に
五
～
三
点
を
減
じ
た
。

醗
明
文
と
手
紙
文

三
学
期
の
主
要
な
教
材
の
1
つ
と
し
て
'
大
岡
昇
平
の
「
歩
哨
の
限
に
つ
い

て
」
　
(
時
間
配
当
四
時
間
)
を
選
ん
だ
。
そ
の
1
部
分
に
'
・
L
,
ソ
ド
t
l
島
サ
ン

ホ
セ
の
兵
舎
周
辺
に
つ
い
て
の
、
き
わ
め
て
折
襟
な
描
写
が
あ
る
o
　
(
本
稿
末

の
<
参
考
∨
に
採
録
)
こ
の
部
分
が
き
ち
ん
と
読
解
で
き
て
い
る
か
否
か
を
櫛

記
す
る
た
め
に
、
こ
の
文
節
の
表
す
場
面
を
図
に
描
か
せ
た
。
全
山
の
ノ
ー
ト

を
集
め
て
み
る
と
'
距
離
の
奉
不
や
'
遠
山
〟
の
山
容
に
つ
い
て
誤
り
が
多
い
。

「
読
解
」
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
「
表
現
」
し
て
み
る
と
'
読
解
の
不
十
分

な
点
が
露
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
表
現
に
よ
っ
て
理
解
を
確
認
す
る
こ
と
の
で

き
る
_
1
つ
の
例
で
あ
.
る
。

教
科
書
の
こ
の
部
分
の
表
現
に
倣
っ
て
'
説
明
的
な
要
素
を
含
む
「
伝
達
」

の
文
節
の
練
習
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
学
期
の
終
り
近
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
「
説
明
文
」
と
「
手
紙
文
」
の
両
者
の
読
解
と
実
作
に
十
分
な

時
間
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
'
「
歩
哨
の
眼
に
つ
い
て
」
と
「
詩

人
の
手
紙
」
(
手
紙
文
の
教
材
)
と
を
間
連
さ
せ
、
『
「
伝
達
」
の
文
章
の
読
解

と
実
作
』
を
三
学
期
の
学
習
全
体
を
統
1
す
る
目
標
と
し
た
。
立
原
道
道
の
手

紙
文
に
つ
い
て
文
章
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
要
素
は
切
り
離
し
た
訳
で
あ
る
。
具

体
的
な
学
習
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
便
法
を
と
っ
た
。

O
前
記
の
よ
う
に
、
「
歩
哨
の
眼
に
つ
い
て
」
の
回
は
全
山
が
挺
出
す
る
レ

(
図
を
措
く
の
は
家
庭
学
習
)

o
「
詩
人
の
手
紙
」
を
全
員
が
読
ん
で
お
-
D
　
(
家
庭
学
習
)

。
「
国
語
便
覧
」
を
使
っ
て
'
手
紙
の
基
本
的
な
形
式
に
つ
い
て
の
授
業
を

す
る
3
　
(
7
時
間
)

c
-
^
作
(
v
*
S
字
刑
)
は
'
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
'
<
-
^
に
共
通
す

る
の
は
「
大
手
前
高
等
学
校
に
つ
い
て
、
本
校
を
知
ら
な
い
人
に
伝
達
す

る
文
節
を
讃
-
」
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
へ
　
「
相
互
批
正
の
学
習
」
を
す
る

こ
と
を
予
告
し
た
。
ブ
ル
～
D
フ
毎
の
学
習
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
説
明
文
そ
の
も
の
を
描
-
。
「
歩
哨
の
眼
に
つ
い
て
」
の
∧
参
考
∨
に

挙
げ
た
部
分
を
ま
ね
て
「
文
辞
で
正
砿
な
図
を
描
-
」
こ
と
を
目
標
と

iSaS

2
手
紙
文
を
讃
く
均
台
に
は
'
中
心
と
な
る
も
の
を
次
の
三
つ
か
ら
選
ぶ

こ
と
に
し
た
3

・
大
手
前
高
等
学
校
の
位
置
、
内
部
の
建
物
の
配
程
。
(
1
と
同
じ
ね

ら
い
)

・
年
間
行
事
等
の
学
校
生
活

・
学
校
の
位
配
、
行
事
等
を
含
む
大
手
前
高
等
学
校
の
特
徴
。

。
各
自
が
書
い
て
き
た
作
晶
を
1
度
指
導
者
が
災
め
'
記
銀
を
取
っ
て
生
徒

の
手
元
に
返
し
、
一
時
間
を
設
け
て
相
互
批
正
す
る
。
加
筆
す
べ
き
こ
と

は
次
の
通
り
で
あ
る
o

l
誤
字
・
脱
字
等
を
訂
正
す
る
。
(
消
し
ゴ
ム
は
使
用
し
な
い
)

2
最
低
1
筒
所
は
、
「
自
分
な
ら
こ
う
讃
-
」
と
い
う
工
夫
を
書
き
加
え

K
V

(
加
筆
さ
せ
る
に
つ
い
て
は
'
友
人
の
文
節
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
気
拝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
)

相
互
批
正
は
'
1
時
限
の
授
業
全
部
を
こ
れ
に
あ
て
た
の
で
、
三
、
四
人
分

の
文
i
.
i
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
説
明
文
へ
手
紙
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
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文
章
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

以
上
の
学
習
は
、
本
来
な
ら
ば
'
二
な
い
し
三
段
階
に
分
け
へ
時
間
も
十
分

に
か
け
て
指
導
し
た
い
内
容
で
あ
っ
た
。
本
年
度
の
教
材
で
い
う
と
「
羅
生

門
」
　
(
時
間
配
当
六
時
間
)
に
相
当
す
る
時
間
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し

か
し
、
週
二
時
間
の
現
代
国
語
の
授
業
で
、
常
に
十
分
な
時
間
数
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
が
な
い
o
授
業
時
数
の
不
足
を
補
う
た
め
に
も
、
教
材
と
指
導

法
の
総
合
化
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

原
稿
用
紙

原
稿
用
紙
は
,
文
体
別
に
二
種
使
っ
た
。
説
明
文
に
つ
い
て
は
へ
杭
想
メ
モ

の
枠
を
設
け
た
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
用
い
た
o
手
紙
文
に
つ
い
て
は
、
便
笠

の
形
を
し
た
用
紙
を
プ
リ
ン
ト
し
配
布
し
た
O
　
こ
れ
の
一
部
分
に
「
枯
想
メ
モ
」

「
封
筒
の
表
古
き
'
褒
古
き
(
現
寸
大
)
」
を
記
さ
せ
た
。

1
説
明
文
の
例

生
徒
作
品
　
1
　
男
子
M
(
本
稿
末
に
採
録
)

生
徒
作
品
　
1
に
つ
い
て
は
'
「
E
の
文
字
を
上
を
南
に
向
け
て
梯
た
え
た

よ
う
な
も
の
J
の
部
分
に
再
考
せ
よ
の
印
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
r
c
フ
ー
ル

は
ど
こ
?
講
堂
が
な
い
〃
‥
体
育
館
は
?
」
と
注
意
霞
き
が
あ
る
o
・

全
体
と
し
て
は
多
少
の
欠
点
は
あ
っ
て
も
'
教
科
雷
の
説
明
的
文
F
l
i
を
よ
く

ま
ね
た
作
品
で
あ
る
。

生
徒
作
品
　
2
　
女
子
　
S
(
本
稿
末
に
採
録
)

作
品
　
2
は
、
位
民
間
係
の
描
き
方
'
全
体
の
と
ら
え
方
が
す
ぐ
れ
て
い

る
。
説
明
文
の
一
つ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

生
徒
作
品
　
3
　
女
子
　
K

作
品
1
・
2
が
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
3
は
標
準
的
な

作
品
で
あ
る
。
本
文
と
加
筆
部
分
の
全
部
を
次
に
記
す
Q
行
間
の
(
　
)
が
加

筆
部
分
で
あ
る
。
加
筆
は
主
な
も
の
だ
け
を
記
し
た
。

正
面
に
は
か
の
有
名
な
大
阪
城
、
隣
に
は
府
庁
と
い
う
大
阪
の
中
心
部
に
我

g
r
a
s
s
開
聞
眉
埋
E
c
a

＼

大
き
く
り
っ
は
な
建
物
の
中
に
ひ
と
つ
だ
け
ひ
っ
そ
り
と
い
も
虫
の
よ
う
に

立
っ
て
い
る
。

く
(
か
)
　
　
く
(
我
が
校
が
)

校
門
か
ら
運
動
場
へ
出
る
ま
で
に
少
し
時
間
が
か
る
。

(
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
)

な
く
、
迷
路
の
よ
う
に
や
や
こ
し
い
造
り
な
の
で
あ
る

そ
れ
は
広
い
の
で
は

A
.
 
I
.
I
.
!
_
-
二
m
・
・
:
<
・
・
。

門
を
入
っ
て
暗
い

(
隈
を
通
り
抜
け
る
。
)
<
(
さ
ら
に
)

60-1

げ
た
箱
の
と
こ
ろ
を
通
っ
て
食
堂
の
杭
か
ら
テ
ニ
女
コ
」
ト
の
桟
を
通
?
.
て
や

っ
と
運
動
場
へ
た
ど
り
つ
-
の
で
あ
る
o

し
か
し
'
も
っ
と
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
校
合
が
U
字
型

(
で
あ
る
こ
と
だ
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
に
な
る
)
小

な
の
だ
。
私
は
入
学
し
て
も
う
す
t
,
1
年
だ
と
い
う
の
に
今
だ
に
迷
う
こ
と
が

あ
る
'
ほ
ん
と
う
に
迷
路
の
中
に
い
る
よ
う
だ
3

そ
れ
に
、
そ
の
凹
字
型
の
校
舎
の
中
で
'
1
室
だ
け
飛
び
だ
し
て
い
る
教
室

が
あ
り
、
そ
こ
は
な
ん
と
三
両
が
窓
な
の
で
あ
る
。
名
づ
け
て
〝
金
魚
ば
ち
㌔

も
の
す
ご
-
光
が
入
っ
て
ま
ぶ
し
い
教
室
で
あ
る
。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
廊
下
や
階
段
が
板
張
り
で
、
・
私
た
ち
は
そ
れ
を
・
〃
ラ

ぐ
い
す
張
り
〟
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
歩
く
と
う
ぐ
い
す
が
鳴
-



よ
う
な
音
が
す
る
の
で
あ
る
。
(
中
略
)

こ
ん
な
古
い
学
校
に
は
問
題
点
が
た
-
さ
ん
あ
る
が
、
特
に
学
校
生
活
の
中

で
困
る
こ
と
は
'
ト
イ
レ
が
少
な
い
こ
と
と
、
机
と
い
す
が
つ
な
が
っ
て
い
る

(
特
に
、
後
者
は
)

こ
と
で
あ
る
o
　
こ
れ
は
立
つ
ご
と
に
い
す
を
動
か
す
と
う
る
さ
い
の
で
勉
強
の

う
え
に

じ
ゃ
ま
に
な
る
か
ら
だ
と
思
う
が
、
そ
う
じ
の
と
き
に
と
て
も
不
便
な
の
で
あ

る
Qこ

う
い
う
問
額
点
を
た
く
さ
ん
か
か
え
た
大
手
前
高
校
の
巾
で
'
私
た
ち
は

元
気
よ
く
毎
日
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

生
徒
作
品
　
4
　
女
子
　
T
(
本
稿
末
に
採
録
)

指
導
者
の
説
明
の
1
部
分
だ
け
を
聞
い
て
、
自
分
の
世
界
を
造
っ
て
し
ま
う

生
徒
達
が
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
作
文
の
特
に
得
意
な
生
徒
と
'
不
得
意
な

生
徒
の
両
極
端
に
分
か
れ
る
。
<
生
徒
作
品
　
4
V
の
よ
う
な
作
品
は
'
「
正

確
な
説
明
」
を
目
的
と
す
る
文
章
の
枠
か
ら
は
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
「
目
的

に
応
じ
た
文
茄
」
を
詔
-
指
導
を
す
る
場
合
に
よ
く
見
出
す
例
で
あ
る
。
一
つ

一
つ
の
文
に
正
確
さ
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
に
つ
い
て
は
、
細
か

い
部
分
の
指
導
は
や
め
て
'
規
制
の
ゆ
る
や
か
な
手
紙
文
に
書
き
改
め
る
こ
と

を
指
示
し
た
'

手
旺
文
の
指
導

手
紙
文
に
つ
い
て
は
、
伝
え
る
べ
き
内
容
に
つ
い
て
の
制
限
を
緩
め
た
。
そ

の
か
わ
り
'
手
紙
の
形
式
を
き
ち
ん
と
守
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
'
「
友

人
同
士
や
親
兄
弟
の
間
の
気
楽
な
手
紙
で
は
な
く
」
　
「
き
ち
ん
と
挨
拶
す
べ
き

相
手
」
で
あ
っ
て
'
「
大
手
前
高
等
学
校
を
知
ら
な
い
人
」
に
宛
て
て
窮
く
こ

と
に
し
た
。
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
へ
必
ず
し
も
、
校
舎
の
正
確
な
長
さ
や

位
置
を
書
か
な
-
て
も
よ
い
こ
と
に
し
た
。
あ
ま
り
に
も
繁
雑
な
説
明
は
初
心

者
の
手
紙
文
に
な
じ
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
'

∧
生
徒
作
品
　
5
　
女
子
　
G
>

(
校
正
加
筆
し
た
部
分
は
略
す
)

構
想
メ
モ

.
う
ぐ
い
す
張
り
の
こ
と
。
大
阪
城
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
出
席
番
号
は

女
子
が
先
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。

。
文
化
祭
に
来
て
-
だ
さ
い
と
結
ぶ
。
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拝
啓
　
き
び
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
私
の
方
は
家
族
み
な
相
変
わ
ら
ず
元
気
に
や
っ
て
お
り
ま
す
.

さ
て
'
今
日
は
'
私
の
学
ぶ
大
阪
府
立
大
手
前
高
等
学
校
の
こ
と
を
貴
方
に

お
伝
え
し
よ
う
と
ペ
ン
を
と
っ
た
次
第
で
す
。
大
手
前
高
校
は
名
前
か
ら
察
せ

ら
れ
る
と
お
り
、
大
阪
城
の
大
手
門
の
前
に
位
忙
し
、
男
女
約
一
五
〇
〇
人
が

学
ぶ
学
校
で
す
。

私
は
あ
ま
り
他
校
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
校
と
大
手
前
を
比
較
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
二
・
三
、
大
手
前
の
特
徴
的
な
こ
と
を
挙
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

も
し
貴
女
が
本
校
に
御
来
校
く
だ
さ
れ
ば
'
ま
ず
へ
廊
下
へ
一
歩
ふ
み
だ
し
た

時
か
ら
、
妙
な
音
楽
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

キ
シ
キ
シ
、
カ
タ
カ
タ
、
ク
ィ
ク
ィ
キ
ュ
キ
ュ
'
ガ
ク
ガ
ク
へ
　
ゴ
ト
ゴ
ト

と
言
い
ま
す
の
は
'
校
舎
が
老
朽
化
し
'
板
張
り
の
廊
下
は
'
歩
-
ご
と
に
ひ

ど
く
き
し
む
の
で
す
。
と
い
う
よ
り
」
も
う
そ
れ
を
通
り
越
し
て
ク
奏
で
る
″

と
言
っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
0
　
こ
れ
を
人
は
「
う
t
,
い
す
張
り
廊
下
」
と
呼

び
,
・
大
手
前
名
物
の
1
つ
に
数
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大
勢
で
歩
い
て
い
る

時
は
'
そ
の
昔
も
べ
つ
に
気
に
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
一
人
で
歩
く
と
そ
の
昔

に
我
が
体
重
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
よ
う
で
.
や
は
り
廊
下
は
コ
ン
ク
リ
～
ト
固

め
の
方
が
い
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
本
校
で
も
ク
新
館
″
と
称
す
る
、
そ
う
新

し
く
も
な
い
校
舎
で
は
、
㌢
ぐ
い
す
張
り
で
は
な
く
,
蒜
的
な
学
校
の
廊
下

で
す
。

次
に
、
近
く
に
大
阪
城
公
園
と
い
う
場
所
が
あ
る
の
は
便
利
な
も
の
で
、
大
い

に
利
用
し
て
い
ま
す
。
運
動
系
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
の
傾
斜
地
1
　
1
般
に
坂
と

い
う
-
や
階
段
を
使
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
し
て
い
ま
す
。
登
山
部
で
は
'
み

ご
と
、
ほ
ぼ
九
〇
度
憤
斜
の
石
垣
を
の
ぼ
っ
た
と
か
。
も
ち
ろ
ん
体
育
の
授
業

で
も
遠
征
し
て
行
き
ま
す
。
中
で
も
へ
二
月
に
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

恒
例
の
行
事
で
す
。
こ
れ
は
へ
体
育
の
授
業
と
し
て
'
∵
二
年
生
の
全
員
が

大
阪
城
の
濠
に
沿
っ
て
マ
ラ
ソ
ソ
す
る
の
で
す
。
1
周
≡
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
。

女
子
は
一
周
、
男
子
は
二
周
走
り
ま
す
。
砂
利
道
や
坂
道
'
は
た
ま
た
並
木
道

な
ど
も
あ
っ
て
、
運
動
場
を
走
る
の
と
は
全
く
感
じ
が
ち
が
い
ま
す
。
こ
れ
も

ま
た
、
大
手
前
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
o

先
ほ
ど
、
普
通
な
ら
ク
男
子
は
二
周
'
女
子
は
1
周
〃
と
普
く
べ
き
と
こ
ろ

を
'
あ
え
て
女
子
を
先
に
古
き
ま
し
た
。
大
手
前
に
は
そ
う
い
う
習
慣
が
あ
る

の
で
す
。
出
席
番
号
は
女
子
が
先
で
す
。
な
ぜ
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
o
　
レ
デ

ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ん
て
気
の
利
い
た
モ
ソ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
多
分
。
旧

制
の
高
等
女
学
校
時
代
の
名
残
で
は
な
い
か
し
ら
と
勝
手
に
憶
測
し
て
い
ま

す
。我

校
に
つ
い
て
へ
少
し
な
り
と
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
O
も

っ
と
う
ま
く
説
明
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
今
年
の

文
化
祭
に
で
も
御
来
校
-
だ
さ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
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ま
す
。二

月
十
日

中
山
美
岐
様

敬
具

後
藤
田
　
珠
美

右
の
文
は
'
手
紙
文
の
1
応
の
代
表
で
あ
る
。
加
筆
は
十
筒
所
程
あ
っ
た
。

例
え
ば
「
こ
れ
も
ま
た
大
手
前
な
ら
で
は
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
表
現
や
、
文
末
を
「
か
し
こ
」
で
結
ん
で
あ
っ
た
部
分
。
ま
た
「
貴
方
」
の

つ
も
り
で
「
迫
方
」
と
容
い
て
あ
っ
た
部
分
が
訂
正
さ
れ
て
い
た
。
指
導
者
が

加
筆
し
た
部
分
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。



以
下
に
構
想
メ
モ
の
例
だ
け
を
挙
げ
る
。

∧
生
徒
作
品
　
6
　
女
子
　
H
 
V

構
想
メ
モ

前
文

①
古
き
出
し
の
こ
と
ば
=
拝
啓

②
時
候
の
あ
い
さ
つ
-
*
l
び
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

⑦
安
否
の
あ
い
さ
つ

(
相
手
-
先
生
に
は
-
-
ま
す
か
。

自
分
1
 
-
た
い
へ
ん
・
・
・
-
通
っ
て
お
り
ま
す
。

①
主
文
の
古
き
出
し
=
さ
て

①
主
体
部
分
=
こ
の
前
の
お
手
紙
-
-
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
結
び
の
あ
い
さ
つ
=
先
生
が
い
つ
で
も
‥

⑦
結
び
の
こ
と
ば
-
か
し
こ

◎
日
づ
け
=
二
月
十
日

⑨
署
名
-
〇
〇
〇
〇

⑲
あ
て
名
目
山
下
冒
菓
子

⑪
敬
称
日
先
生

⑩
脇
づ
け
=
繭
丈

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

の
返
信
で
は
な
い
o

構
想
メ
モ
に
つ
い
て
は
今
年
度
七
回
日
の
指
導
で
あ
る
。
手
紙
の
形
式
に
つ

い
て
は
、
1
時
間
だ
け
の
指
導
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
上
の
時
間
を
割
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
'
こ
の
よ
う
な
間
違
い
を
枚
絶
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
難
し
い
。

指
導
に
要
し
た
時
間
数
は
、
総
合
学
習
の
形
を
と
っ
た
の
で
明
確
に
は
し
に

-
い
。
1
応
の
時
間
数
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
歩
哨
の
限
に
つ
い
て
」
　
五
時
間

詩
人
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
家
庭
学
円

手
紙
の
形
式
に
つ
い
て
　
一
時
間

!
2
<
S
!
紺
指

相
互
批
正

ち
な
み
に
、

時
間
か
か
る
。

蝣
:
<
沌
竿
H

l
時
間

生
徒
作
品
を
私
が
読
ん
で
短
評
を
入
れ
る
と
、
一
ク
ラ
ス
約
三

現
代
国
語
を
四
ク
ラ
ス
担
当
す
る
と
、
放
課
後
の
時
間
ほ
ほ
と
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右
の
構
想
メ
モ
は
'
1
見
す
る
と
整
っ
て
い
る
よ
う
で
い
て
、
「
構
想
メ
モ

の
指
導
・
入
門
期
」
に
あ
り
が
ち
な
間
借
を
多
-
持
っ
て
い
る
。

第
一
に
へ
　
こ
の
メ
モ
は
'
手
紙
の
本
文
を
書
き
終
え
て
か
ら
作
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
る
。

第
二
に
'
本
稿
で
は
略
し
た
手
紙
の
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
'
本

文
の
方
で
は
、
「
拝
復
-
-
か
し
こ
」
に
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
へ
相
手
へ

ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
生
徒
の
相
互
批
正
の
姥
力
を
た
か
め
る
方
法
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
'

指
導
上
の
括
問
題
と
今
後
の
課
題

校
舎
の
配
位
な
ど
を
文
章
だ
け
で
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
は
'
案
外
難
し
い

も
の
で
あ
る
。
全
体
の
大
体
の
形
を
説
明
す
る
こ
と
と
、
そ
の
中
で
の
細
か
い

部
分
部
分
の
関
わ
り
を
述
べ
る
こ
と
と
の
.
.
(
ラ
ソ
ス
が
う
ま
く
と
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
を
相
互
批
正
の
形
で
学
習
さ
せ
た
こ
と
に
は
意
味

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
'
毎
日
自
分
が
生
活
し
て
い
る
場
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る



た
め
に
、
簡
単
な
説
明
で
も
分
か
っ
て
-
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
込
み
が
あ

る
。
そ
れ
を
友
人
か
ら
「
こ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
指

摘
さ
れ
て
'
初
め
て
自
分
の
文
章
の
至
ら
な
さ
に
気
付
-
Q
ま
た
'
他
人
の
目

で
自
分
の
文
章
を
読
み
な
お
し
て
み
て
、
「
こ
の
よ
う
に
罰
け
ば
分
か
っ
て
-

れ
る
は
ず
だ
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
錯
覚
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ

S
B

「
相
互
批
正
」
の
学
習
法
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
江
意
す
べ
き
点
が
あ

る
が
、
実
際
に
何
度
か
指
導
し
て
み
て
「
正
し
い
伝
達
」
を
指
導
す
る
た
め
に

は
優
れ
た
方
法
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

手
紙
文
の
実
作
に
つ
い
て
は
、
国
語
敬
語
法
を
系
統
的
に
指
導
し
た
上
で
、

も
う
一
度
指
導
し
た
い
。
そ
の
時
は
'
手
紙
を
出
す
目
的
別
の
グ
ル
ー
プ
を
組

ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

形
式
、
内
容
と
も
に
優
れ
た
模
範
的
な
手
紙
文
は
な
い
か
と
'
作
家
の
手
紙

文
な
ど
五
百
余
通
に
あ
た
っ
て
み
た
が
'
い
わ
ゆ
る
「
手
紙
の
形
式
」
通
り
の

も
の
は
少
な
い
。
日
本
の
作
家
の
も
の
で
'
形
式
が
整
っ
て
い
る
の
は
'
弔
問

と
見
舞
い
の
手
紙
だ
け
で
あ
っ
た
。
外
国
の
作
家
達
の
手
紙
が
、
皆
き
ち
ん
と

し
た
古
式
に
の
っ
と
っ
て
苔
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
'
日
本
の
、
文
箱
の
先
達

の
手
紙
に
そ
の
よ
う
な
文
節
が
少
な
い
の
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。
優
れ
た
手

紙
文
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
'
親
し
い
仲
間
う
ち
の
や
り
と
り

ば
か
り
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
人
達
も
、
基
本
的
な

書
式
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
き
ち
ん
と
し

た
礼
儀
に
適
っ
た
告
式
を
覚
え
、
そ
の
後
で
形
式
を
く
ず
し
て
も
容
け
る
よ
う

に
生
徒
達
を
指
導
し
て
ゆ
き
た
い
。

本
稿
に
述
べ
た
よ
う
な
、
二
つ
以
上
の
教
材
、
目
標
を
持
つ
学
習
法
は
、
1

殻
に
は
'
生
徒
の
学
習
に
対
す
る
焦
点
が
定
ま
り
に
く
く
'
指
導
者
の
意
図
を

生
徒
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
木
指
導
に
お
い
て
も
、
説
明
的
文
市

と
手
紙
文
と
の
指
導
を
「
伝
達
」
と
い
う
枠
で
1
括
す
る
こ
と
に
は
、
指
導
者

の
方
で
た
め
ら
い
と
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
施
し
て
み
る

と
、
I
l
応
予
想
し
て
い
た
よ
う
に
-
生
徒
の
表
現
意
識
と
い
う
点
で
は
'
説

明
文
と
手
紙
文
と
は
一
つ
の
レ
ー
ル
の
前
と
後
の
関
係
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
側

に
と
ま
ど
い
ほ
な
か
っ
た
。
共
通
の
目
標
と
異
な
る
文
体
と
で
実
作
し
た
グ
ル

ー
プ
に
相
互
批
正
さ
せ
る
と
'
全
員
が
同
種
の
文
茄
を
古
い
た
場
合
よ
り
も
お

互
い
に
き
び
し
い
批
評
へ
掠
削
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
て
面
白
い
授
業
と
な
っ

た
。袈

現
の
各
分
野
の
指
導
に
つ
い
て
は
へ
す
で
に
完
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

分
獄
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
徒
の
表
現
意
識
や
学
習
効
果
と
い
う
面
か
ら
再
編
攻

し
て
み
た
い
。
読
解
学
習
と
の
間
並
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
方
面
か
ら
総

合
化
の
柱
と
な
る
も
の
を
探
っ
て
み
た
い
と
考
え
る
D
そ
の
よ
う
な
模
索
が
、

現
在
で
も
少
な
い
授
業
時
数
、
五
十
七
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
減
少
す
る
と
考
え

ら
れ
る
国
語
の
授
業
に
対
応
し
、
指
導
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
く
1
つ
の
方
法
だ
と

sszss冤
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∧
参
考
∨

∧
歩
哨
の
限
に
つ
い
て

生
徒
に
図
示
さ
せ
た
部
分
∨

私
の
駐
屯
し
た
-
ソ
ド
ロ
島
サ
ン
ホ
セ
の
兵
舎
の
前
面
は
'
1
キ
ロ
先
の

林
際
ま
で
野
が
開
け
て
い
た
。
一
部
気
ま
ぐ
れ
に
稲
が
植
え
て
あ
る
所
も
あ



る
が
、
た
い
て
い
は
荒
れ
た
湿
原
で
、
そ
こ
こ
こ
の
水
た
ま
り
に
水
牛
が
も

の
憂
く
水
を
浴
び
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

左
側
は
'
や
し
の
並
木
道
で
縁
取
ら
れ
て
い
る
。
兵
舎
前
面
に
沿
っ
た
道

は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
左
の
兵
舎
敷
地
が
尽
き
る
所
で
へ
そ
の
並
木
道
と
十
字

に
交
わ
り
、
さ
ら
に
五
十
メ
ー
ト
ル
行
っ
て
林
に
入
っ
て
し
ま
う
。

右
方
は
こ
れ
も
約
五
十
メ
ー
ト
ル
で
、
道
が
1
つ
の
濁
っ
た
小
川
を
木
橋

で
越
え
る
と
'
サ
ソ
ホ
七
の
町
に
な
る
。
亭
々
た
る
ア
カ
シ
ア
の
立
ち
並
ん

だ
問
に
、
-
す
ん
だ
民
家
や
砂
糖
会
社
社
宅
の
赤
貝
根
が
川
沿
い
に
点
綴
し

て
、
正
面
の
林
際
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ぼ
幅
百
五
十
メ
ー
ト
ル
縦
t
キ
p
の
矩
形
の
地
面
を
、
歩
哨
が
見

張
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

正
面
林
の
後
ろ
は
'
木
の
な
い
丘
が
ゴ
ル
フ
・
リ
ン
ク
の
よ
う
な
淡
い
整

然
た
る
緑
を
連
ね
、
そ
の
上
に
我
々
が
「
鋸
山
」
と
呼
ん
で
い
た
岩
山
が
頭

を
出
し
'
さ
ら
に
遠
-
は
標
高
二
千
メ
ー
ト
ル
の
中
央
山
脈
の
山
々
が
高
く

青
く
か
す
ん
で
い
る
。

∧
生
徒
作
品
　
1
　
説
明
文
　
男
子
　
M
　
>

(
構
想
メ
モ
)

正
門
◆
入
口
心
理
科
枠
横
心
別
館
杭
⊥
(
生
活
柑
)
　
H
i
理
科
純
　
　
本
館

(
距
離
は
気
に
し
な
い
)

本
文

大
手
前
高
校
の
正
門
は
東
側
の
道
路
に
画
し
て
い
る
'
門
を
入
っ
た
所
に
小

さ
な
築
山
が
あ
り
へ
そ
の
す
t
,
奥
が
本
館
の
入
り
口
で
あ
る
。
但
し
へ
　
こ
の
入

り
口
は
生
徒
の
通
行
は
禁
止
o
そ
の
た
め
生
徒
は
、
そ
こ
よ
り
十
メ
ー
ト
ル
程

南
に
あ
る
入
り
口
を
利
用
す
る
。
校
合
に
入
っ
た
所
は
、
げ
た
符
が
あ
り
、
そ

の
南
側
が
柔
道
場
で
あ
る
'
そ
こ
か
ら
西
へ
向
っ
て
五
メ
ー
ト
ル
'
突
き
当
っ

た
右
側
に
は
、
本
館
7
階
の
廊
下
が
伸
び
左
側
に
は
、
給
品
部
が
あ
る
。
給
品

部
の
所
か
ら
更
に
西
へ
二
十
メ
ー
ト
ル
へ
そ
の
間
最
初
の
十
メ
ー
ト
ル
は
右
手

に
本
館
左
手
に
理
科
棟
と
二
つ
の
校
舎
に
は
さ
ま
れ
た
谷
底
の
よ
う
な
通
路
後

の
十
メ
～
ト
ル
は
別
館
を
左
に
見
な
が
ら
右
側
に
テ
ニ
ス
コ
I
-
の
見
え
る
渡

り
廊
下
に
な
っ
て
い
る
。
廊
下
の
尽
き
た
所
に
新
館
が
あ
る
。
新
館
は
、
南
北

方
向
に
十
メ
ー
ト
ル
程
の
二
階
姓
の
建
物
で
へ
そ
の
二
階
に
1
年
三
組
の
教
室

が
あ
る
。

1
気
に
新
館
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
が
'
途
中
に
あ
っ
た
も
の
を
振
り
返
る
と

別
館
。
こ
れ
は
、
放
り
齢
下
の
途
中
に
煎
西
方
向
に
坊
た
わ
っ
て
い
る
二
階

建
の
校
舎
。
今
二
年
生
の
1
部
が
使
っ
て
い
る
。
理
科
棟
。
四
階
建
の
7
-
ア

イ
新
し
い
建
物
。
そ
の
名
の
通
り
、
生
物
・
化
学
・
物
理
の
各
実
験
室
・
講
義
室

が
あ
る
。
そ
し
て
1
階
は
な
ぜ
か
食
草
・
・
 
0
本
餌
へ
さ
す
が
に
本
館
と
言
う
だ

け
あ
る
ひ
形
は
と
い
う
と
、
ア
ル
フ
ァ
ペ
ソ
-
の
E
の
文
字
を
'
上
を
南
に
向

け
て
拭
た
え
た
よ
う
な
も
の
。
そ
の
南
北
に
通
る
長
い
廊
下
の
中
央
部
に
最
初

に
言
っ
た
生
徒
通
行
禁
止
の
正
面
玄
間
が
あ
る
。
又
、
そ
の
廊
下
の
南
端
が
、

こ
れ
も
前
に
出
て
き
た
給
晶
部
で
あ
る
。
本
船
は
三
階
建
、
1
階
が
校
長
室
・
教

務
室
、
事
務
室
他
で
、
二
・
三
階
に
教
室
が
あ
る
。
本
館
の
西
側
の
甜
ま
れ
た

部
分
は
中
庭
に
な
っ
て
い
る
。
又
、
男
子
更
衣
室
も
そ
こ
に
あ
る
。
本
館
の
北

側
に
は
、
金
蘭
会
館
な
る
建
物
が
あ
る
o
　
こ
こ
に
は
図
書
室
な
ど
も
あ
る
。
金

蘭
会
館
の
北
西
側
に
は
対
角
線
で
百
メ
ー
ト
ル
取
れ
る
運
動
場
が
広
が
っ
て
い

る
。
又
、
新
館
(
注
二
枚
目
)
の
西
側
に
は
体
育
館
も
あ
る
。
た
い
し
た
学
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校
だ
。∧

生
徒
作
品
　
2
　
説
明
文
　
女
子
　
s
 
V

(
構
想
メ
モ
)
校
正
者
　
松
永
(
加
筆
部
分
　
略
)

)
　
学
校
の
位
匿
・
外
部
環
境
・
外
観

二
　
周
辺
部
の
建
物
と
の
関
係
(
東
⊥
南
↓
西
心
北
)

三
　
学
校
の
内
部
環
境
(
校
舎
の
配
匿
と
こ
れ
か
ら
の
変
化
)

本
文

故
が
大
手
前
高
校
は
'
上
町
台
地
の
北
　
大
阪
城
の
北
西
の
角
に
近
い
所
に

位
固
す
る
。
こ
の
辺
り
は
府
の
庁
舎
が
立
ち
並
ぶ
官
庁
街
で
、
学
校
は
、
正
門

の
あ
る
東
側
を
除
く
と
'
そ
の
周
田
す
べ
て
が
ビ
ル
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
る
。

学
校
は
狭
く
'
そ
の
形
も
複
雑
で
、
い
わ
ば
北
側
と
東
側
に
つ
き
出
し
た
か
ぎ

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
東
の
正
門
は
、
道
一
つ
を
隔
て
て
大
阪
城
に
向

か
っ
て
い
る
。
正
門
前
の
道
は
'
南
に
向
か
っ
て
上
が
っ
て
い
く
坂
道
で
あ

り
'
我
が
校
の
塀
は
'
・
こ
の
坂
道
と
五
十
m
程
接
し
'
酉
に
入
る
。
学
校
の
南

側
は
'
大
阪
府
庁
の
本
館
で
'
府
庁
は
学
校
と
非
常
に
接
近
し
て
立
っ
て
い

る
。
学
校
の
南
側
は
'
約
1
五
〇
m
で
あ
る
。
西
側
は
狭
い
道
に
両
し
て
い

て
'
そ
の
向
か
い
に
は
'
法
務
局
な
ど
の
高
い
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
。
か
ぎ
形
の

北
側
に
つ
き
出
し
た
部
分
に
あ
た
る
運
動
場
は
、
そ
の
西
側
と
北
側
が
道
路

で
'
西
は
、
こ
の
狭
い
道
で
あ
る
が
'
北
は
大
阪
城
の
北
側
を
走
っ
て
く
る
道

路
で
'
向
か
い
側
は
府
の
合
同
庁
舎
で
あ
る
。
運
動
場
は
'
こ
れ
ら
の
道
路
よ

り
1
m
程
高
く
な
っ
て
い
る
。
運
動
場
の
東
側
、
即
ち
へ
合
同
庁
舎
前
の
道
路

と
'
正
門
前
の
坂
道
に
囲
ま
れ
た
部
分
は
'
建
物
が
入
り
組
み
、
運
動
場
の
す

ぐ
東
側
が
大
手
前
女
子
短
大
、
そ
の
さ
ら
に
東
、
坂
道
に
画
し
て
国
民
会
館
'

日
本
赤
十
字
社
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
建
物
の
問
に
押
し
込
ま
れ
た
よ
う
な
我
が
校
は
'
そ
の
内
部

も
、
校
舎
が
復
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
正
門
を
入
る
と
本
館
'
左
側
に
講

堂
、
理
科
棟
'
別
館
が
並
び
、
奥
は
体
育
館
、
そ
の
手
前
に
新
館
及
び
プ
・
I
ル

が
あ
る
。
本
館
は
コ
の
字
の
よ
う
な
形
で
、
そ
の
内
側
が
中
庭
、
中
庭
の
前
が

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
る
。
本
館
の
北
側
袋
に
は
、
同
窓
生
の
建
て
た
金
蘭
会
館

が
あ
る
。
し
か
し
最
近
は
'
学
級
増
に
伴
う
教
室
不
足
、
あ
る
い
は
'
建
物
の

老
朽
化
な
ど
か
ら
'
工
事
が
次
々
に
行
な
わ
れ
て
い
る
.
近
い
う
ち
に
現
在
の

テ
ニ
ス
コ
「
ト
に
新
し
い
体
育
餌
が
で
き
、
そ
の
純
米
、
伝
統
あ
る
中
座
が
姿

を
消
す
こ
と
と
な
る
。
今
、
大
手
前
は
、
長
い
間
保
ち
続
け
て
き
た
そ
の
装
い

を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

∧
生
徒
作
品
　
4
　
女
子
　
T
V

校
正
略
。
　
指
導
者
の
課
堰
か
ら
離
れ
や
す
い
例
3
作
文
の
上
手
な
生
徒
∵

本
文

こ
の
間
t
.
・
美
術
部
の
部
室
で
素
敵
な
も
の
を
見
つ
け
た
。
N
氏
の
画
集
で
あ

る
。
山
は
ど
っ
し
り
と
大
地
に
構
え
'
滝
か
ら
ご
う
ご
う
と
水
が
流
れ
、
細
-

鋭
い
木
の
枝
に
飛
抹
が
跳
ね
あ
が
り
'
そ
し
て
そ
れ
ら
が
す
っ
ぽ
り
と
雄
々
し

い
熱
い
息
で
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
N
氏
が
大
手
前
出
身
だ
と
知
っ
て
私
は
初

め
て
、
N
氏
が
勉
強
し
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
教
室
や
、

廊
下
に
鮭
力
を
感
じ
た
。

私
は
実
際
'
入
学
し
て
、
一
年
経
と
う
と
し
て
い
る
今
で
も
、
ど
こ
に
何
が

あ
っ
て
と
い
う
の
を
は
っ
き
り
知
ら
な
い
し
'
(
な
に
し
ろ
'
陽
の
あ
た
ら
な

い
陰
哲
な
教
室
や
、
そ
の
白
々
し
-
ク
ロ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
に
独
り
た
く
ら
れ
た

哩
を
い
ち
い
ち
数
え
る
の
が
い
や
な
の
で
あ
る
。
)
唯
1
好
き
な
場
所
で
あ
る
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中
庭
も
'
つ
ぶ
さ
れ
る
の
を
待
つ
だ
け
の
今
と
な
っ
て
は
、
変
に
寒
々
し
く
感

じ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
憂
樫
な
空
気
の
中
に
ど
ん
な
人
間
が
生
活
し
て
い
る
の
か

は
'
私
が
I
l
l
口
で
い
え
る
も
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
.
た
だ
皆
'
M
%
ま
で
は
い

か
な
く
と
も
十
分
'
自
分
の
好
き
勝
手
を
や
っ
て
い
る
と
思
う
の
だ
。
勉
強
し

ょ
う
が
遊
ぼ
う
が
、
ど
う
ぞ
お
好
き
な
よ
う
に
と
い
っ
た
風
が
あ
る
。
他
人
の

事
に
無
関
心
だ
と
い
え
ば
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
だ
が
'
何
と
も
気
楽
で
は
な
い

か
。
・
そ
し
て
、
・
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
興
味
深
い
様
々
な
人
間
が
生
活
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
-
先
に
苦
い
た
N
氏
と
い
う
素
敵
な
画
家
が
い
る
。

図
書
館
の
奥
の
棚
で
で
も
う
何
年
も
読
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
な
本
を
閃
く

と
r
泉
鈴
筆
が
引
か
れ
た
行
に
自
分
に
似
た
昔
の
生
徒
と
出
会
う
。
校
門
の
傍

ら
に
ポ
ア
ン
と
咲
い
て
い
た
ゆ
り
の
花
の
匂
い
を
誰
か
が
か
い
で
い
た
。
そ
の

よ
う
に
6
1
影
の
ゆ
り
に
気
づ
い
て
見
つ
め
る
人
が
い
る
。
文
化
祭
の
日
の
夕

方
、
-
使
っ
た
金
魚
を
中
庭
の
池
に
放
し
て
満
足
そ
う
に
帰
っ
て
行
く
人
も
い

る
。
.
を
の
あ
と
に
'
プ
カ
ブ
カ
浮
か
ん
だ
金
魚
の
白
い
腹
を
み
つ
め
て
動
か
な

い
人
も
い
る
。

大
手
前
生
は
、
暗
い
、
な
ど
と
言
わ
れ
る
み
た
い
だ
が
、
あ
れ
は
ぴ
っ
た
り

し
な
い
表
現
だ
と
思
う
。
猫
背
で
、
頭
を
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
歩
-
様
は
確
か

に
そ
う
見
え
る
が
'
そ
の
中
身
は
'
少
し
自
意
識
過
剰
ぎ
み
の
心
が
洋
々
た
る

未
来
を
想
像
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
の
だ
。
陽
の
あ
た
ら
な
い
憂
う
つ
な
こ

の
大
手
門
の
校
舎
は
、
そ
の
中
に
、
生
活
し
て
い
る
様
々
な
畦
カ
を
も
っ
た
様

々
の
人
間
で
、
十
分
に
明
か
る
い
陽
が
降
り
注
い
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で

あ
る
。
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